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美
作
地
方
に
は
古
く
か
ら
修
験
山
伏
の
活
躍
が
あ
り
、
彼
等
の
宗
教
活
動
は

村
落
民
の
精
神
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
美
作
の
修
験
道
の
盛
行
理
由
に

は
多
く
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、

一
に
美
作
の
村
落
民
の
信
仰
対
象
と
す
る

う
し
ろ
や
ま

山
岳
霊
場
と
し
て
後
山
が
存
在
す
る
事
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
後
山
は
美
作

国
吉
野
郡
後
山
村

(現
岡
山
県
英
田
郡
東
粟
倉
村
後
山
)
に
位
置
す
る
標
高

ク

ニ
ミ

タ

ケ

一
、
三
四
五
米
の
山
で
、
美
作
の
国
峯
と
し
て
の
後
山
は
行
者
山
と
も
呼
ば
れ

る
。
ま
た
東
の
大
峯
山
に
対
し
て
西
大
峯
と
も
云
わ
れ
、
中
国
地
方
に
於
け
る

大
峯
山
と
云
う
信
仰
が
強
い
。
そ
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
作
陽
誌
』
は
大
峯
の

前
山
に
対
す
る
後
岳
と
説
明
す
る
が
、
嘉
永
七
年
の
『後
山
霊
験
記
』
に

「元

山
上
」
と
称
し
大
峯
の
根
元
な
り
と
の
伝
承
が
あ
り
、
大
峯
よ
り
も
古
い
と
い

う
信
仰
の
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
「元
山
上
」
と
云
う
呼
び
名
は
地
方
的
修

験
霊
場
に
多
く
、
我
が
国
山
岳
仏
教
が
、
原
始
的
な
地
方
霊
場
に
先
ず
発
生

し
、
平
安
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
全
国
的
な
霊
場

(大
峯
、
羽
黒
、
立
山
、

白
山
等
)
に
統

一
せ
ら
れ
た
結
果
、
大
峯
信
仰
や
役
行
者
信
仰
が
一
般
化
し
た

と
解
さ
れ
る
。
後
山
に
伝
え
る

「元
山
上
」
も
、
大
峯
信
仰
の
及
ぶ
以
前
に
こ

の
地
方
に
自
然
発
生
的
に
山
岳
信
仰
が
形
成
さ
れ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
大
峯
と
後
山
の
関
係
も
、
大
峯
の
サ
キ
ヤ
マ
に
対
す
る
ウ
シ

ロ
ヤ
マ
の
信
仰
関
係
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
の
山
岳
信
仰
が
自
然
崇
拝
ば
か
り
で
な
く
霊
魂
崇
拝
か
ら
発
生
し
て

い
る
事
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
死
体
を
山
中
へ
棄
て
る
と
云
う
葬
送

習
俗
か
ら
、山
は
霊
魂
の
帰
る
と
こ
ろ
と
云
う
他
界
信
仰
が
で
き
た
と
云
わ
れ
、

こ
れ
が
祖
霊
信
仰
に
伴
う
山
岳
信
仰
の
成
立
要
素
と
も
成
り
得
た
も
の
と
思
わ

ひ

な

く
ら

れ
る
。

こ
の
点
か
ら
す
る
と
、

後
山

の
近
く
に
位
置
す
る
日
名
倉

山

の
存
在
は

ミ

セ

ン

無
視
で
き
な
い
。
『作
陽
誌
』
に
日
名
倉
山
の
深
山
に
塚
が
有
り
、
「春
夏
胡
蝶

ぬ

し

多
く
し

て

(
中
略
)
土
人
此
山

の
主
翁
と

い

へ
り
」

と
云
う
伝
承
が
あ
る

の
は
、

霊
魂

の
鎮
ま
る
場
所
と
し

て
後
山

の
前
山
に
あ
た
る
日
名
倉
山
が
存

在
し
た
事

を
想
定

せ
し
め
る
。

死
者

の
霊
が
蝶

の
姿
で
出
現
す

る
と
の
伝
承
は
越

中
国
立

山
に
も
あ
り
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
に

「
有
二
地
獄
道
追
分
地
蔵
堂

一毎

歳

七

月

十

五
日
夜
胡
蝶
数
多
出
遊
二
舞
於
此
原

醐呼
日
二
生
霊
市

一立
三
局
卒
都

婆

一弔

二
無

縁
菩
提

こ

と
あ
る

の
は
、

立
山
地
獄
谷
で
死
者
供
養

の
七
月
十
五

日

に
霊

魂

が
集
ま

つ
て
く
る
事
を
示
す
も

の
に
外
な
ら
な
い
。
三
河

の
鳳
来

寺
山
下
に
於

い
て
も
、

「
ヤ
ス
ラ
サ

マ
」

の
塚

か
ら
無
数

の
蝶
が
出
る
信
仰

が
あ

り
、

い
つ

れ
も
死
者
が
精

霊

の
姿

た
る
蝶

の
姿

で
出
現

す
る
の
で
あ
る
。

日
名
倉

山
麓

に

も
古
く
は
死
者

が
葬
ら
れ
た
時
代
が
あ
り
、
霊
魂

の
鎮

ま

る

場

所

と
信

じ

ら

れ
、

こ
れ
を
サ
キ
ヤ

マ

(
先
山
)

と
し
て
後
山
を

ウ
シ
ロ
ヤ
マ
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
即

ち
日
名
倉
山

の
奥

の
院

と
し
て
の
ウ
シ
ロ
ヤ
マ
だ

つ
た
の
が
、
大
峯

信
仰
と
結
合

し
た
近
世
期

に
大
峯

の
後
山

と
ダ
ブ

つ
て
出
来

た
信
仰

と
解

さ
れ

る
。こ

の
様

に
し
て
発
生

し
た
後
山
を

と
り
ま
く
美
作

の
山
岳
信
仰
が
、

古
代

か

ら
中
世
に
い
か
な

る
展
開
を

し
た
か
は
明
確

で
な

い
が
、

中
世
期

に
於
け

る
中

国
地
方
で
の
伯
書
大
山
修
験

の
活
躍

か
ら
み

て
、
後
山
は
大

山
修
験

の
支
配
下

に
あ

つ
た
と
想
像

さ
れ
る
。

各
地

の
地
方
的
霊
場

の
山
は
、

こ
の
時
期

に
熊
野

や
大
峯
や
羽
黒

の
支
配
下
に
統

一
せ
ら
れ
る
過
程
で
多
く
の
争

い
が
見
ら
れ

る

が
、
地
方
的
霊
場
を
と
り
合
う
争

い
が
後
山
を
中
心
に
美
作
地
方

に
於

い
て
も
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あ
つ
た
ら
し
い
。
江
戸
末
期
頃
の
成
立
と
云
わ
れ
る
荒
神
神
楽
の
能
、
「大
山

記
」
で
は
、
伯
誉
大
山
山
伏
と
児
嶋
五
流
山
伏
の
反
目
を
扱
つ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
室
町
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
後
山
は
五
流
山
伏
の
霞
揚

に
な
つ
た
。
『東
粟
倉
村
郷
土
誌
稿
』
や
、
真
言
宗
道
仙
寺
と
五
流
山
伏
大
法
院

の
訴
訟
を
記
し
た

『差
上
申
条
々
証
文
之
事
』
(文
化
八
年
)
に
よ
る
と
、
毛
利

家
が
西
国

一
円
を
家
領
と
し
た
時
、
「領
内
安
全
、
武
運
長
久
」
の
護
摩
修
行

を
五
流
に
命
じ
て
後
山
々
中
に
十
二
坊
を
建
立
さ
せ
、
の
ち
宇
喜
多
家
領
と
な

つ
た
後
も
祈
祷
料
を
毎
年
こ
の
山
の
山
伏
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
宇
喜

多
中
納
言
の
関
ケ
原
敗
退
は
後
山
十
二
坊
の
維
持
を
不
可
能
に
し
、
寺
領
を
召

上
げ
ら
れ
て
五
流
も
児
嶋
半
島
の
本
拠
に
帰
る
事
と
な
り
、
同
時
に
十
二
坊
も

滅
び
る
事
に
な
る
。
五
流
は
備
前
国
児
嶋
の
山
伏
で
、
『和
気
絹
』
・
『備
陽
国

誌
』
・
『吉
備
前
秘
録
』
等
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
天
皇
皇
子
冷
泉
頼
仁
親
王
を
中

興
の
祖
と
し
、
五
流

(大
法
院
・
報
恩
院
・
建
徳
院
・
伝
法
院

・
尊
滝
院
の
五

家
)
に
分
れ
て
い
た
。
彼
等
の
拠
る
所
は
新
熊
野
十
二
所
権
現

・
新
熊
野
権
現

と
称
さ
れ
た
様
に
、
熊
野
信
仰
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
持
ち
、
歴
代
の
天
皇

・

上
皇
の
熊
野
行
幸
や
御
入
峯
に
先
達
を
勤
め
、
行
幸
山
伏

・
公
郷
山
伏
と
称
さ

れ
て
い
た
。
天
正
十
年
、
秀
吉
の
高
松
城
の
水
攻
め
に
際
し
て
、
毛
利
家
と
の

旧
好
か
ら
秀
吉
の
救
援
を
斥
け
た
為
、
そ
の
後
神
領

・
寄
進
等
を
悉
く
没
収
せ

ら
れ
て
一
山
の
廃
頽
を
み
る
。
こ
の
五
流
山
伏
大
法
院
が
永
正
年
中
か
ら
慶
長

四
年
の
九
十
五
年
間
後
山
を
霞
場
と
し
、
参
籠
護
摩
修
行
の
か
た
わ
ら
、
諸
人

の
参
詣
を
す
す
め
て
後
山
信
仰
を
盛
ん
に
し
た
の
で
あ
る
。
後
山
に
と
ど
ま
つ

た
五
流
山
伏
大
法
院
が
児
嶋
に
帰
つ
た
後
、
恐
ら
く
慶
長
六
年
か
ら
明
和
二
年

の
約

一
六
〇
年
間
は
、
当
時
の
十
二
坊
の
一
坊
で
後
に
別
当
寺
と
な
る
道
仙
寺

が
後
山
奥
の
院
を
守
護
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
末
期
に
真
言
宗
道
仙
寺
と
五
流
山
伏
大
法
院
の
間
に
公
事

が
あ
つ
た

(「日
本
九
峰
修
行
日
記
」
第
六
巻
)
。即
ち
さ
き
に
あ
げ
た

『差
上

申
条
々
証
文
之
事
』
に
よ
る
と
、
児
嶋
に
帰
つ
た
五
流
山
伏
大
法
院
が
永
正
年

中
よ
り
参
籠
護
摩
修
行
を
行
つ
て
来
た
伝
統
を
復
興
し
た
い
旨
、
明
和
二
年
四

月
に
道
仙
寺
へ
掛
合
つ
た
事
が
認
め
ら
れ
る
。
訴
訟
の
結
果
は
、
年
々
四
月
七

月
を
従
来
通
り
道
仙
寺
が
柴
灯
護
摩
修
行
を
行
な
い
、
大
法
院
は
六
月
に
勤
め

る
事
で
合
意
を
み
て
い
る
。
大
法
院
は
何
故
明
和
二
年
に
な
つ
て
後
山

(行
者

山
)
で
採
灯
護
摩
修
行
を
復
興
し
た
く
願
い
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

一

に
、
五
流
の
伝
統
行
事
と
し
て
継
続
す
べ
く
本
山
聖
護
院
の
御
達
が
あ
つ
た
事

が
知
ら
れ
る

(『
差
上
申
条
々
証
文
之
事
』)
。更
に
五
流
側
の
経
済
的
理
由
に
、

文
化
七
年
の

『西
大
峯
由
来
縁
起
』
・
『東
粟
倉
村
郷
土
誌
稿
』
等
に
見
え
る
後

山
を
中
心
に
周
辺
の
鉱
山
採
掘
権
が
一
枚
加
わ
つ
て
い
る
事
に
注
目
し
た
い
。

右
の
内
的
要
因
と
共
に
外
的
要
因
と
し
て
、
大
法
院
が
掛
合
つ
た
三
十
年
程
前

の
元
文
年
間
に
、
後
山
が
大
峯
山
の

「仮
み
ね
」
、即
ち
後
山
に
登
れ
ば
大
峯

に
登
拝
し
た
事
に
な
る
と
云
う
信
仰
表
出
に
気
付
く
の
で
あ
る

(「山
陽
道
美

作
記
」
・
「美
作
鏡
抄
」
等
)
。
こ
れ
は
大
峯
の
行
場
を
移
し
た
事
を
物
語
る
も

の
で
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
の
現
象
を
美
作
の
民
間
信
仰
と
考
え
併
せ
る
と
、

「仮
み
ね
」
の
時
期
を
境
に
近
国
在
地
の
山
伏
先
達
に
よ
つ
て
山
上
講
が
組
織

指
導
さ
れ
、
後
山
へ
登
拝
修
行
を
行
つ
た
事
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
又
、
近
世
中

期
以
降
巡
礼
の
流
行
と
相
ま
つ
て
近
世
農
民
に
余
裕
が
で
き
た
事
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
五
流
山
伏
大
法
院
の
掛
合
う
意
図
も
こ
こ
に
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ

る
。以

上
、
美
作
の
山
岳
霊
場
で
あ
る
後
山
の
信
仰
の
展
開
を
概
要
し
、
後
山
を

め
ぐ
る
近
国
山
伏
集
団
の
働
き
か
け
が
い
か
に
大
き
か
つ
た
か
を
考
察
し
た
。

ク

ニ
ミ

タ

ケ

そ
れ
は
後
山
が
美
作
の
国
峯
で
あ
つ
た
が
為
に
注
目
さ
れ
、
近
国
山
伏
集
団
が

働
き
か
け
た
も
の
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。

美
作
修
鹸
と
後
山
信
仰

(豊

島
)
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